
十
四

防
災
集

団
移
転
促
進

事
業
に
要
す

る
経
費
が
あ

る
こ
と
。

次
の
各
号
に
よ
つ
て
算
定
し
た
額
の
合
算
額
と
す
る
。

十
四

防
災
集

団
移
転
促
進

事
業
に
要
す

る
経
費
が
あ

る
こ
と
。

次
の
各
号
に
よ
つ
て
算
定
し
た
額
の
合
算
額
と
す
る
。

一

防
災
の
た
め
の
集
団
移
転
促
進
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
等
に
関
す
る
法

律
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
に
基
づ
き
国
の
補
助
金
を
受
け
て
施
行
す
る

防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
に
要
す
る
経
費
の
う
ち
、
当
該
年
度
に
お
い
て
当
該
市
町
村
が

負
担
す
べ
き
額
か
ら
地
方
債
及
び
都
道
府
県
貸
付
金
を
財
源
と
し
て
充
て
る
べ
き
額
を
控

除
し
た
額
に
〇
・
五
を
乗
じ
て
得
た
額

一

防
災
の
た
め
の
集
団
移
転
促
進
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
等
に
関
す
る
法

律
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
に
基
づ
き
国
の
補
助
金
を
受
け
て
施
行
す
る

防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
に
要
す
る
経
費
の
う
ち
、
当
該
年
度
に
お
い
て
当
該
市
町
村
が

負
担
す
べ
き
額
か
ら
地
方
債
及
び
都
道
府
県
貸
付
金
を
財
源
と
し
て
充
て
る
べ
き
額
を
控

除
し
た
額
に
〇
・
五
を
乗
じ
て
得
た
額

二

当
該
事
業
に
要
す
る
経
費
の
財
源
に
充
て
る
た
め
借
り
入
れ
た
地
方
債
の
当
該
年
度
に

お
け
る
元
利
償
還
金
の
額
に
〇
・
八
を
乗
じ
て
得
た
額

二

当
該
事
業
に
要
す
る
経
費
の
財
源
に
充
て
る
た
め
借
り
入
れ
た
地
方
債
の
当
該
年
度
に

お
け
る
元
利
償
還
金
の
額
に
〇
・
八
を
乗
じ
て
得
た
額

三

当
該
事
業
に
要
す
る
経
費
の
財
源
に
充
て
る
た
め
、
都
道
府
県
か
ら
借
り
入
れ
た
都
道

府
県
貸
付
金
の
当
該
年
度
に
お
け
る
当
該
市
町
村
の
元
利
償
還
金
の
額
に
〇
・
五
を
乗
じ

て
得
た
額

三

当
該
事
業
に
要
す
る
経
費
の
財
源
に
充
て
る
た
め
、
都
道
府
県
か
ら
借
り
入
れ
た
都
道

府
県
貸
付
金
の
当
該
年
度
に
お
け
る
当
該
市
町
村
の
元
利
償
還
金
の
額
に
〇
・
五
を
乗
じ

て
得
た
額

十
五

学
校
医

等
の
公
務
災

害
補
償
に
要

す
る
経
費
が

あ
る
こ
と
。

公
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
四
十
三
号
）
第
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
当
該
市
町
村
が
行
う
公

務
災
害
補
償
に
要
す
る
経
費
に
〇
・
八
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

十
五

学
校
医

等
の
公
務
災

害
補
償
に
要

す
る
経
費
が

あ
る
こ
と
。

公
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
四
十
三
号
）
第
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
当
該
市
町
村
が
行
う
公

務
災
害
補
償
に
要
す
る
経
費
に
〇
・
八
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

十
六

防
衛
施

設
周
辺
の
整

備
事
業
に
要

す
る
経
費
が

あ
る
こ
と
。

防
衛
施
設
周
辺
整
備
法
の
規
定
に
よ
り
前
年
度
の
十
月
一
日
か
ら
当
該
年
度
の
九
月
三
十

日
ま
で
の
間
に
お
い
て
国
の
補
助
金
の
交
付
決
定
が
な
さ
れ
た
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
業

（
医
療
法
第
一
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
病
院
の
防
音
工
事
並
び
に
水
道
法
第
三
条
第
一

項
に
規
定
す
る
水
道
及
び
市
町
村
の
主
た
る
事
務
所
の
整
備
事
業
を
除
く
。）に
要
す
る
経
費

の
う
ち
、
当
該
市
町
村
が
負
担
す
べ
き
額
か
ら
地
方
債
を
財
源
と
し
て
充
て
た
額
を
控
除
し

た
額
（
定
額
補
助
に
係
る
国
庫
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
、
当
該
補
助
金
の
額
の
二
分
の
一
又

は
当
該
市
町
村
が
負
担
す
べ
き
額
か
ら
地
方
債
を
財
源
と
し
て
充
て
た
額
を
控
除
し
た
額
の

う
ち
い
ず
れ
か
少
な
い
額
）
に
〇
・
五
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

十
六

防
衛
施

設
周
辺
の
整

備
事
業
に
要

す
る
経
費
が

あ
る
こ
と
。

防
衛
施
設
周
辺
整
備
法
の
規
定
に
よ
り
前
年
度
の
十
月
一
日
か
ら
当
該
年
度
の
九
月
三
十

日
ま
で
の
間
に
お
い
て
国
の
補
助
金
の
交
付
決
定
が
な
さ
れ
た
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
業

（
医
療
法
第
一
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
病
院
の
防
音
工
事
並
び
に
水
道
法
第
三
条
第
一

項
に
規
定
す
る
水
道
及
び
市
町
村
の
主
た
る
事
務
所
の
整
備
事
業
を
除
く
。）に
要
す
る
経
費

の
う
ち
、
当
該
市
町
村
が
負
担
す
べ
き
額
か
ら
地
方
債
を
財
源
と
し
て
充
て
た
額
を
控
除
し

た
額
（
定
額
補
助
に
係
る
国
庫
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
、
当
該
補
助
金
の
額
の
二
分
の
一
又

は
当
該
市
町
村
が
負
担
す
べ
き
額
か
ら
地
方
債
を
財
源
と
し
て
充
て
た
額
を
控
除
し
た
額
の

う
ち
い
ず
れ
か
少
な
い
額
）
に
〇
・
五
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

一

防
衛
施
設
周
辺
整
備
法
第
三
条
に
規
定
す
る
障
害
防
止
工
事

一

防
衛
施
設
周
辺
整
備
法
第
三
条
に
規
定
す
る
障
害
防
止
工
事

二

防
衛
施
設
周
辺
整
備
法
第
八
条
に
規
定
す
る
民
生
安
定
施
設
の
整
備
事
業

二

防
衛
施
設
周
辺
整
備
法
第
八
条
に
規
定
す
る
民
生
安
定
施
設
の
整
備
事
業

十
七

消
防
賞

じ
ゆ
つ
金
等

に
係
る
特
別

の
財
政
需
要

が
あ
る
こ

と
。

当
該
市
町
村
が
前
年
度
の
十
一
月
一
日
か
ら
当
該
年
度
の
十
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
決

定
又
は
支
給
し
た
賞
じ
ゆ
つ
金
及
び
報
償
金
（
前
年
度
分
の
特
別
交
付
税
の
額
の
算
定
の
基

礎
と
な
つ
た
も
の
を
除
く
。）の
額
又
は
消
防
表
彰
規
程
（
昭
和
三
十
七
年
消
防
庁
告
示
第
一

号
）
に
基
づ
き
同
期
間
中
に
消
防
庁
長
官
が
決
定
又
は
支
給
し
た
賞
じ
ゆ
つ
金
及
び
報
償
金

の
額
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
少
な
い
額
と
す
る
。

十
七

消
防
賞

じ
ゆ
つ
金
等

に
係
る
特
別

の
財
政
需
要

が
あ
る
こ

と
。

当
該
市
町
村
が
前
年
度
の
十
一
月
一
日
か
ら
当
該
年
度
の
十
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
決

定
又
は
支
給
し
た
賞
じ
ゆ
つ
金
及
び
報
償
金
（
前
年
度
分
の
特
別
交
付
税
の
額
の
算
定
の
基

礎
と
な
つ
た
も
の
を
除
く
。）の
額
又
は
消
防
表
彰
規
程
（
昭
和
三
十
七
年
消
防
庁
告
示
第
一

号
）
に
基
づ
き
同
期
間
中
に
消
防
庁
長
官
が
決
定
又
は
支
給
し
た
賞
じ
ゆ
つ
金
及
び
報
償
金

の
額
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
少
な
い
額
と
す
る
。

十
八

簡
易
水

道
の
高
料
金

対
策
に
要
す

る
経
費
が
あ

る
こ
と
。

次
の
各
号
に
規
定
す
る
算
定
方
法
に
よ
つ
て
算
定
し
た
額
と
す
る
。

十
八

簡
易
水

道
の
高
料
金

対
策
に
要
す

る
経
費
が
あ

る
こ
と
。

次
の
各
号
に
規
定
す
る
算
定
方
法
に
よ
つ
て
算
定
し
た
額
と
す
る
。

一

前
々
年
度
の
決
算
に
お
け
る
供
給
単
価
が
一
七
六
円
以
上
で
、
か
つ
、
有
収
水
量
一
立

方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
資
本
費
が
一
五
三
円
以
上
で
あ
る
簡
易
水
道
事
業
（
以
下
「
高
料

金
簡
易
水
道
事
業
」
と
い
う
。）で
、
前
年
度
の
九
月
三
十
日
以
前
に
給
水
を
開
始
し
た
簡

易
水
道
事
業（
経
営
戦
略
を
策
定
し
た
事
業
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
事
業
に
限
る
。

次
号
に
お
い
て
同
じ
。）に
つ
い
て
、
次
の
算
式
に
よ
つ
て
算
定
し
た
額
（
当
該
額
が
負
数

と
な
る
と
き
は
、
零
と
す
る
。）と
す
る
。

一

前
々
年
度
の
決
算
に
お
け
る
有
収
水
量
一
立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
供
給
単
価
が
一
七

六
円
以
上
で
、
か
つ
、
有
収
水
量
一
立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
資
本
費
が
一
七
四
円
以
上

で
あ
る
簡
易
水
道
事
業
（
以
下
「
高
料
金
簡
易
水
道
事
業
」
と
い
う
。）で
、
前
年
度
の
九

月
三
十
日
以
前
に
給
水
を
開
始
し
た
簡
易
水
道
事
業
（
経
営
戦
略
を
策
定
し
た
事
業
と
し

て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
事
業
に
限
る
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）に
つ
い
て
、
次
の
算
式

に
よ
つ
て
算
定
し
た
額
（
当
該
額
が
負
数
と
な
る
と
き
は
、
零
と
す
る
。）と
す
る
。
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